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1. はじめに

近年、コンビュータは飛躍的に発達し、膨大な情報量を扱えることができるようになり、各所でいろいろな情

報を対象にデータベースが作成され、利用されている。地盤データも例外ではなく、建設省を始め各所で地盤デ

ータのデータベース化が進められている。しかし、それらは大型計算機を用いたものがほとんどであり、一般ユ

ーザーの使用にはコストや、利用のしやすさなどの厨で多くの制限があるのが笑状である。

一方、最近のパーソナルコンビュータの発達にはめぎましいものがあり、個人ユースのデータベースソフトも

多く出されている。しかし、ぞれらは汎用のデータベースソフトであり、データの構成や登録項目件数、図形処

理などの点で、地盤データの使用に当たっては不満足なものとなる@このような観点から、筆者らはパーソナル

コンビュータを使用して地盤データのデータベースを作成し、検家および出力のソフトを開発した。ここに、そ

の織要を報告するものである。

2. システムの概要

本システムの構成は(i)データペースの作成、 (ii)CRTディスプレイを用いた検索、 Oii)CRTディスプレ

イもしくはプリンタへのデータ出力、の3つの段階に分かれている.システム運用の手順は以下の通りである@

① ボーリングデータの収集

② データコーディング{地点コード、調査年月目、標高、水位、市郡名、 XY度額、地質名、 N値、 P波、

S波速度、密度)

③ データ入力およびチェ、yク(会話形式で入力し、シーケンシャルファイルとして蓄積)

④ データ編集(ランダムファイル化)

③ インデックスファイルの作成

③ 検索システムを用いてのデータ検索

⑦ サブデータファイルの作成

③ 図イヒ出力システムを用いて CRT、もしくはプリンタに出力

これらの手順を以下に説明する。

3. データベースの構成

3. 1 入力データ

データペースの基本構成となる入力データの入力項目を表一 1にまとめて示す。

詳細は次の 3. 2に述べる。

・山口大学工学部建設工学科助教授 ・・同建設ヱ学科技官・・'同土木工学科
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表-1 パソコン入力データ項毘

項 目 内 ?(J. 

地点コード ボーリング地点を地図上にプロットし、行政管理局

標準コードに基づきコード化し、技番をつけたもの@

調査期間 ボーリング調査を行なった調査年月日(闘、~)

資料N0， 資料をファイリングするときの資料の通し番号

ボーリング深度 ボーリングの深さ(c m) 

標高 地表面の標高(m ) 

水位 地表面から地下水位までの距離(c m) 

XY座様 lkmメッシュ{標準コード)川内での位置 (m)

調査名 調査(工事)名称

調査場所 調査位置の住所

地質名 深度ごとの地質名をコード化

N値 深度ごとの打猿図数

横波速度 Vs 深度ごとの横波速度 (m/s e c ) 

{笑測僚がない場合は、回帰式により算出して出カ)

縦波速度 Vp 深度ごとの横波速度 (m/s e c ) 

{実測値がない場合は、回帰式により算出して出力)

密度 深度ごとの単位体積質量 (g/cm3)

本 1 緯度によって多少大きさが奨なるが、ほぽ 1辺lkmの矩形となる@

3， 2 データベースの構成

入力データをデータベースとして携成するために、 A 圃 B 勾 C 局 D ，Eのち種類のカードに分類し、蓄積した

(図-1 } • 

このカードによる区分は、 (財)関西情報センター 1)の様式を参考にしたものである。

各カードの内容を以下に示す@具体例は図-2を参照されたい. ()内の数値はワード数を示す。

a)Aカード 調査諸元を表わすもので、以下のデータから構成される@

カード区分(1 ) : Aを記入{カードの種類を表わす}

データ区分(1 ) 1を記入{ボーリングデータを表わす)
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ボーリング深度(6 ) 

標高ステータス(2 ) 

JJ 

:標高の基準、または欠澱を表わし、 TP.BM.99のいずれかを入力.

TP:東京湾平均海面高からめ領高

凶:ベンチマークからの篠高

99 :欠淘i

標高 (6) :表-1:参照、欠測{9.9.9909V 

水位ステータス(2 ) :水伎の基準、または欠測を署長わし、.GL;88. 99のいずれかを入カ.

GL←:池袋菌から

飽:地下水無し

99 :欠浪!

:表-1:参照、欠測(999999)、地下水無し (888888) 

:表ー 1および地点コードの項(:B. 3)参照

水位(6 ) 

X座標(5 ) 

YJ.i穣(ち)

市郡名(8 ) 

H 

:カタカナ (1byte)で8文字以内

b) Bt.lード {調査名称)

カード区分(1 ) : Bを記入

調査名称(60) 

c) Cカード (調査場所)

カード区分(1 ) 

調査場所 (40)

:表-1参照、カタカナ入力

:Cを記入

:表一 1参照、カタカナ入力

d) Dカード {データ羽目)

カード区分(1 ) : Dを記入

データ区分(1 ) : Aカード参照

地点コード(1 2 ) : JJ 

資料N0 (3) 

項呂コード(3 ) 

市郡名 (8) 

JJ 

:データの項目を表わす.

1 ;地質名 2; N値 3;Vs 4;Vp 5;筏度

: At.lード参照

e) Eカード {調筆項思別デー夕、 1放のEカードに最大'3層のデータを記録)

カード区分(1 ) : Eを記入

深度(自) (ラ}

JJ (至) (ラ)

ステータス(1 ) 

:層の始まる深度を記入

:膚の終わる深度を記入

:N値が50以上の場合のみ 1を記入、それ以外はO
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調査諸元

調査名称

調査場所

(地質名) (N値} (縦波速度) (横波速度) {密度)

図-1 カード構成

図 2 カード化したデータの例
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データ(4 ) :地質名の場合は地質コード、それ以外は数値を記入

ここに、 A ・B.Cの3枚のカードは 1つのボーリングに対して与えられるものである。したがって各項目の

データに共通なデータであるので、 A.B.Cカードを親レコードとし、 D 圃 Eカードを親レコードに対して子

レコードとする。すなわち、図-1のように、 1本のボーリングデータは親レコードのA ・8 ・cカードと、こ

れに続く子レコードのD.Eカードの組合せから構成される。

また、個々のポーリングによってデータの項目数、項目ごとのデータ数が異なるので、それぞれのボーリング

データの情報をカード構成を表わす数値コードにし、 Aカードの末尾にパソコン内で自動的に追加している(し

たがって、これはユーザが入力する必要はない)。図-3は入力データとこのコードを合わせて示したものであ

る。

3. 3 地点コード

地点コードは行政管理局で定められた基準地域メッシュ標準コードとの互換性を持ったコードで、 lkmメッ

シュ地点を表現し、それに調査地点、ボーリング番号の校番情報を付け加えた 12桁のコードである.最初の4

桁が第 1次地域区画、次の 2桁が第 2次地域区画、次の 2桁が第 3次地域区画で、最後の4桁が調査地点および

ポーリング番号の校番である。

第 1次地域区画i立、全国を国土地理院発行の 1/20万地勢図に相当する、緯度40'、経度 1・で分割し、

それにより閉まれた地域である。

例としては、東経 130・、北緯 34・はち 130となり、国土地理院発行の 1/20万の地勢図では、ノト串

(NI-52一世)の地図となる.

第2次地域区画は、第 1次地域区画を縦横に8等分した際の位置により絞線方向については南から、緯線方向

については西から、それぞれ0から 7までの数字を付し、これを経線方向緯線方向の販に組み合わせて、 2桁の

数字とする。またこの区画は1/25000地勢函に相当する。

第3次地域区画は、第2次地域区画を縦横に 10等分した区爾(1 k mメヴシュ)であり、経線方向について

は南から、続線方向については西から、それぞれ Oから 9までの数字をイサし、これを経線方向総綴方向の瀬に組

み合わせて、 2桁の数字とする@

方7A123456789*12345687官傘123456879*123456789*123456789*1234品5789ネ123456789*123465789本12345678争*

A1513100840101 865910015世1002 1500TP 5ちOGL 475 2ちo 358主そJt寺主 1234564ち56

B主そJtキtyNo. 126白 130テヲトウタテ方ヱョゥγ ニトモナウ ド主?チョウサ

C主そHキク才才キチョウウ7.イ

D1513100840101 86 l~t}tわ ←地質名データ

E 0 2000 101 200 3000 121 300 3700 90 370 4品00113 460 10000 32 

E 1000 15000 8ち

01513100840101 86 2河尺わ ←N償データ

E 0 11ちo12 115 2150 15 21ち 31ちO 雪 315 4150 ・8 415 ち150 17 

E 515 6150 14 615 7150 28 715 8150 20 815 ヲ150 19 915 10151 60 

E 1015 11151 60 1115 12151 品o1215 13151 60 1315 14001 60 1400 15001 60 

図-3 カード構成を付したデータの例
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-42一

図-4

XY!'I¥.傑



パーソナノレコンビュ タによる地繰データ検索ンステムの開発

また、 XY座標は第3次地域区画の南西境界点安原点として{緯線方向を X、経線方向を Yとするに lkm 

メッシュ内でのボーリング位置を表わしている。

地域基準メッシュ標準コードおよび、 XY !M鎮の具体例を図~4 に示す。

4. 地盤データベースの作成

4. 1 パソコン入力データのコーディング

収集したボーリングデータを、データベースとして使用するために、以下のようにデータコーディングを行な

ったf去に、 l~ソコンに}\.カしている。

①資料No. 収集したボーリングデータ毎に番号を付す。この時の番号は、データをファイリングした

ときの通し番号である。

②地点コード 番号を付したボーリングデータを、第3次地域区画に従ったメッシュを描いた1/2500地勢

図上にプ口、yトし、地域基準標準コードを読みとる φ その標準コードに、同一地域コード

内の技番号とボーリング番号をfせしたものである。

③XY!M標 ②でプロ、yトしたポーリングデータの位置を、 lkmメ、yシュ内のXY度額(m)で読み

とる。

④ボーリング深度 単位を cmにして表わす@

③調査年月日 年月日それぞれを 2桁の数値で表わし、 6桁のコードとする.記入のない場合は00.88.99

で表わすe

⑥標高

⑦水位

③市郡名

③地質名

基準となるコード(標高ステータス)を記入し、単位を cmとして表わす。

基準となるコード(水位ステータス)を記入し、単位を cmとして表わす。

ポーリング調査の行なわれた地点の市郡名をカタカナで表わす.

各局の地質をコード化するL地質を 1.9 1に分類し、数値化して地質名コードとしている。

4. 2 地盤データマスターファイルの作成(データ入力)

データコーディングを行なった地強データをまずシ}ケンシャルファイルとして保存する。

入力はパソコンとの会話形式で行なわれ、各カードごとのデータ入力となる。入力されたデータは、シーケン

シャルファイルとして保存される前に、 CRTに表示され、ユーザーによってチヱ、yクが行なわれ確認の上保存

されていく。

4. 3 地盤データ検索ファイルの作成

シーケンシャ1レファイルとして作成された地盤データペースを、検策の効率化を計るためランダムファイルに

変換する(検索ファイル)。ランダムファイルは全県のファイルと、今後蓄積されるボーリングデータ数の増加

を予測して、東西・市部別に4分割したものの2巡りを作成する@後者をブロ、7クファイルとし、表-2に示す

各市、各都のデータによって構成する.

なお、先述の個々のボーリングデータの橋成を表わすコードは、この時点でAカードに追加入力している.

4. 4 インデックスファイルの作成

作成したランダムファイルより、検索時に使用するインデックスファイルを作成する.

入カする項目l止、袋一 3に示す 10項目である@

また、インデックスファイルは全県，東西・市郡別の他に、各市郡別のインデ、yクスも作成する.
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表-2 プロック別ファイルの構成

県西部(市) 県東部{市} 県西部{郡) 県東部(郡) I 

宇都市 岩国市 厚狭郡 阿武郡

小野田市 下松市 大濠郡 大島郡

下関市 新商鶴市 塗浦郡 a玖珂郡

長門市 徳山市 美祢郡 熊毛郡

美祢市 光 市 'Ei敷郡 佐波郡

荻 市 防府市 都濃郡

山口市 柳井市

義一 3 検索項目

検索項沼 内 ~ゴ~・

( 1 ) 地点コード 4桁・ 6桁・ 8桁を選択し、コードを入力

( 2 ) 市郡名 表示される市郡名の中から選択

( 3 ) 資料No. 表示される資料No. の中から選択

(4 ) ボーリング深度 深度を入力

( 5 ) 調査年月臼 年のみ、年月、年月日を選択し入力

( 6 ) 地表蘭地質 地質コードを入力

( 7 ) N健データ データの有無 .N億 50以上の有無ー N値 50

以上のでる深度を選択、深度の場合は深度を入力

( 8 ) vsデータ データの有無を選択

( 9 ) VPデ吋タ データの有無を選択

( 1 0 )密度データ データの有無を選択

市部名 N 0 地点コード 年月日 深度地質 N50深度 VSVP 密度 START END 

ンモJtキキシ 74 513017280101 600528 500 4 999999 。。。 206 212 
シモノセ シ 75 5 1 3 11 0 1 7 0 10 1 530900 700 10 700 。。。 213 221 
シモノセキシ 84 513007720101 541100 1000 14 700 。。。 234 242 
シモノセキシ 85 51:3100610101 580513 1000 10 700 。。。 243 251 
シモノセキシ 86 513100840101 591001 1500 10 700 自 。。 252 261 
シモノセキシ 10:.1 513007060101 58031宮 750 s 888888 。。。 289 2自6
シモノセキシ 102 513007230101 540723 1123 10 888888 。。(J 297 306 
シモノセキシ 104 513007090101 581104 1200 3 888888 。。。 307 316 
シモノセキシ 116 503077430101 550800 1500 17 900 。。。 343 353 
シモノセキシ 1 17 503077450101 581109 1400 10 900 。。。 354 363 
シモノセキシ 128 503077020101 560722 1125 8 960 。。。 405 413 

~.，... 5 インデックスファイル
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5. 検索システム

全県もしくは、東西市郡別のランダムファイルを各インデ、yクスファイルを用いて検索する。

検索方法は、まず、インデックスファイルを指定の項目で検索し、該当するボーリングデータのレコード番号

を用いて、検察ファイルの検索を行なっている.

5. 1 検索項目

検索項目はインデヴクスファイルの作成にある 10項目 (4. 3項、表-3参照}であるが、項目番号 1)、ち)

7 )はさらに選択できるようになっている.

5. 2 検索手順

検索は以下の王手j畷で行なわれる。また、 CRTによる検索手順の具体例を、図-5に示す (0中の数字は手)1原

の番号)。

① 検索するファイルを選択する(全県 OR東西市郡別ファイル)。

例では、県西部の市を選択。

② インデックスデータの読み込み。

インデ、ソクスのプリントアウトの要望・不安を指定する.

例では、不必要を選択。

③ 検索項目を指定する(ただし地点コード、調査年月日、 N値の場合は乏度行なう)。

例では、地点コードを選択.

④ 検索結巣を出力するサブデータファイル名を入力する。

fjlJでは、 OZUKI-lを入力。

⑤ インデックスファイルの検索を行なう。

該当するデータを検索ファイルより読み込む{レコード番号による検索)。

検索結果をサブデータファイルに出力する。

⑥ 検索するファイルを選択する.

{全県 OR東西市郡別ファイル ORサプデータファイル OR終了)

伊jでは、終了を選択。

6. 検索データ出力

サブデータファイルに出力された検索結果は図化処理システムにより、 1 )プルーフリスト、 2)図形お

よび一覧表、の 2通りの形式でCRT及び、プリンタに出力できる(ただし、 2のプリンタの場合はハード

コピー).また、インデックスデータの一覧は、検索システムの中で出力が行なわれる。

1 ) ブルーフリスト

この形式は、図-6のようにサプデータファイルに格納されたボーリングデータを編集し表示するもので

ある。

2 ) 図形および一覧表

この形式は、図-7に示すように柱状図、 N値グラブ、各深度ごとのN値・v"V p'密度の一覧表を 10

m ごとに表示するものである。データが 10mを越える場合は、寺!続~次のページに表示が行なわれるa ま

た、柱状図に使用する地質パターンを図-8に示す.

ただし、 vs . VPの実演!データのない場合は、式-1に示す回帰式 1>によって算出される。
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1) 会曝

2) 県西部(市)

字書事布、 ・・・、 山口市

3) 県東部{市)

岩国布、 ・・・、柳井市

市

市

田

市

市

部

野

(

関

門

字

小

下

長

'Ea司
ぬ

，

句

句

喝

J

a

n
噌

(5)萩iti:

(6)美徐市

(7)山口市

(8)不必要

4) 県西部(郡)

厚狭郡、-一、吉敷郡

5) 県東部(都)

阿武郡、 ・・・、都渡郡

品) サブデータファイル

どのファイルを見ますか? ~ 

4
N
 

すで要必が4
J
 

ザアス
阜

/"' デ

8=一

ンイ

?

画面 ① 画面 ② 

(1)地点コード (2)市・郡名

(3)資料No. (4)'深度

(5)調査年月日

(6)地表蘭地質 (7) Nii宣データ

(8) V.データ (9)Vpデータ

(川密度データ 11 11検索地点のコードを入ヵ (8桁)

8桁ー>8

6桁ムー>6

や立

ち 13 1 00.84 

どれで検索しますか? ム サプアiアイルネームを入力してく

ださい

些些与i

画面 ③ 画面 ③、 1 ⑥

FILE NAME = OZUKI-l pa
、

問

7

2

1

終

E

索

凶
朋
検

wm 
""hm 

'
L
M
 

E
E
 

ただ今検索中!

(1)サプデータファイルを検索

(2)新たに検索する

(3)終了する

地点コードでの検察終了しました

上記から選んでください?

画面 ⑥ 画面 @ 

図-6 検察手順 (CRT模擬麗醤)
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パ ソナノレョ γ ピュータによる地縫デ タ検索システムの開発

59年 10月02日まで
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86 地 点 コ ー ド 51310084 
シモノセキセシ No.126-130 テットウタテカエコウシ、 ニ トモ7ウ チシツチョウサ
シモノセキシ才オキチョウウツ、イ

昭 和 59年 10月01臼より
15.00 m 
5.50 m 
4.75 m 
250 m 358 m 
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1147 
2025 
1553 
581 
925 
850 
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9999 
9999 
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9999 
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715 28 
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1015 60 
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1215 60 
1315 60 
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115 
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370 百0
460 113 
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出力例(プルーフリスト)図-7

(1)戸ーー一ーー-一一一一ーー一一一一ー一一一

N値 50 深度 !N短:Vs:Vp:密度i

j:~.t. 汁ーァ! 0N 115: 12 j220: 1147: 

! ....... -... ~:荘野rー-ii;i;;; 斗ι与5j 川 264! 2025: .-.. ...-~~./ *d土糞EF j:11iii::π百了五51 ヲ江主盟主
2 f守ヅ藤前仲間 一日日iLii5;8;mm  

...璽二二二二二二 Jr ! i415.--515: 17 : 244: ヲ'25

.o:l.ソ l 1 .~ i ;!辻立ニ主主止三笠辻虫
記Y " i ¥. j 1 ~1ト 715: 28 j 276111535 !日 f ii¥iif;ii b815i 羽 j2日間

ijj::zi:;815~ 915; 1ヲ;宮古寺再
ぇ! !ヲ15~lØ出回 i持病研

j !ひ;:;:
円安!/ i / 

j L 1 ! 

! :よJ

司自由同宇田白山ーー叩即時司叩由時四---------司時四白骨 No. 8ι 

出力例(図形および一覧表)
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砂

粘土

E華

Vs=112.1XN0.ε34 

Vp= (Vsx 1 0- 1 • '9 )' 〆自 3. • 

Vs=117.0XN0.3.' 

Vp= (Vsx 1 0-..537) 1ノ図 57. 

Vs= 12 2. 3xN..... 

Vp= (Vsx 1 0-..762) 1〆0.548 
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Vs=113.0XN0.2.. 
シルト

Vp= (Vsx 10-...43) "0.472 

Vs= 118. 9 XN..247 
他の土

Vp= (Vsx 10-..932) 1/.....， 

ここに、 N : N値

Vs:弾性波速度(横波)

Vp:弾性波速度(縦波)

式 -1 弾性波速度の回帰式

司

区 電算機プリン 区 電算機プリン

分 分 類 名 タ}ゆコ}ド 分 分 類 名 ター@コード

0000 y y y 

空襲 。。。 高 有機質土 y y y 

0000 y y y 

。o。 1 1 1 1 
衛 奇襲 質 土 000  岩 火成岩 1 1 1 1 

000  岩 1 I 1 1 

w w 1 1 1 
廃 重量 物 w w 石 地 積岩 1 1 

w w J 1 1 

一一一一一一一一 悠 軟 岩

易 粘 性 土 一一 一一 一一 質 又は

一一 一一一一一一 風化岩

一一一 BBB 
シ }v ト 一一 材 ボ)1，.ダ日 BB 

B BB 

火山灰質粘 /// ccc 
分 性土 //  料 コ プ }J.， cc 

///  ccc 

yyyy 特 I写 石 pppp 

有機質土 yyy 又は ppp 
yyyy 殊 捨 石 pppp 

'l' ~ ~ ... 1:e 
要費 砂 . . . 表土 ・埋土

。. . . 号

4也事命@

砂 費 土 ~ '" ~ g 

@ゆ事。

一一一一一

図-9 柱状図用地質パターン
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7..許容データ遺およ

7. 1 許容データ蚤

]枚のフロッピーディスク{以下、 FD， 1MB)に蓄穣できるデータ量の密宣言を示す@

1 ;2ドのボーリングデータに含まれるデータ項百を地質t，と N値の 2 つ、カード構成~A.B"C ・ 0 “ E.E

・D.E・Eの9枚のカードと仮定した場合、

a)全てのデータを 1絞めFDに入れる場合(合インデックス)約 300本

b)マスターファイル1..17トのデータを 1枚のFDに入れる場合 約400本

c)検索ファイルのみを入れる場合 約 500本

以上のような本数となるの

7. 2 所要時随

所要時間は、使用するパソコン本体め機種、関連機器の機種、また協の郎、 CP/闘などのオペレーティングシス

テム (0S)によっても異なるが、ここでは日本電気(株)の PC-9801V同21(N88 DISK BASIC)での所聖書時間と

した@

7. 2刷 1 検望者ファイル作成に要する時間

検索ファイルはシーケンシャノレファイルからランダムファイ ]Vへ変換して作成される。

a)シーケンシャJvからのデF タの読み込みに必要な時間

ポーリングデータ一本につき、約 2秒{読み込んだデータを処理する時間も含む}。

b)読み込んだデータをランダムファイルに変換する作業

ボーリングデータ 1本{データ数、約 100)につき、約 17秒@

検索ファイ}vを作成するのに要する時閣は、ボーリングデータ 12ドにつき約 20秒となり、ボーリングデータ

;I;{100本ある場合は約32分かかることになる。さらに、ランダムファイルを作成するときに、インデックス

ファイルも作成するが、その作業に必要警な時間は、

む)データを処理するのに、約 1秒

d)インデックスファイルに出力するのに、 O. 5秒

インデックスファイ Jvの作成に察する時間は、データ数 100本の場合で約3分かかり、 a)-.d)の一巡の

作業では、合計で約 35分必褒となる。

7. 2. 2 検索に喜きする時間

インデックスファ イルを読み込み、検紫項目を指定し検索ファイルの検索を行なう。

{伊!として、 1 0 件分のデ、ータ~検索する場合を述べる@

a )インデックスファイルの読み込み 約 17秒

b )インデッタスファイル向での検索 1秒以下

c)検索ファイルの読み込み(10件につき) 約 3秒、

d )サブデータフ Tイルへの出力(10件につき) 約ち秒
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検索するポーリングデータ数が 100、該当するデータが 10件あったとすれば、ファイルへの出力を含めた

狭量需に必要望な時間は 20秒強程度となる。

7. 2重 3 データ出力

サプデータアァイ Ji'から、検議後のデータを読み込みCRTディスプレイまたは、プリンタに出力する。

ただし、プリンタについては機種により義が大きいので、 CRTディスプレイについてのみ述べる@

a iサブデータファイルの読み込み(10件につき}約ぢ秒

b )プルーフリストで出力 1件) 1秒以下

む}柱状図、 N値グラフ、一覧表(1ぺ…ジ) 約4彩、

したがって、 CRTディスプレイに表示する場合、 10秒寝E査で必要警な;1{-1)ングデー17の入手がて7きること

になるむ

8帽まヒめ

地盤データベースシステムのき多くは、とれ;;1;で大型計算機によって行なわれているため、設。誌やこ1?-ト言語ーなど、

可ぬ殺ユーザーにとって草IJ悶しにくい聖書協が多く存:在していた。

一方、章受i創立大事事t門事議所にパゾコシが緩かれているような状況にあり、パゾコンによる地盤建データペースの

ソフトがあれば、多くの，1_，~，ずーにも慾滋デーゴ?の検織が身近なものに宅どり、これまで滋もれていた多く

ヂ-を有効にす雨期できるようになるものと慾われる ψ そこてヘ畿各らはパソコシによる1i!!襲撃デーのヂ…タベ

ースの補綴と検事誕ソフトの開発を行ない、令部ここにその綴事習を事長俊したものである。

務夜、本子…タベーニえにかける実績詰替の地盤ヂータi之、 4議瀦名、 N僚、 Vs、γp、草野波野つのデータ:繍自のうち

地督者名と、 Nf<ilのみであり、損 p~立、 古事仙 s主主主主度、 P 淡濃厚~--， s淡態度め掲関ょう縫定したものである。

しかし、これらはP-S検j警が行なわれていれば当然然謝ヂータとしてλカできるものであり、草野i療も問機て';!iら

る。これ:tでは、検事終ソフトめ詩需要去に多くの労力をか4すてきたので、蓄積されているデータ毅はまだ十分とはい

えないが、今後芸事務されるボーリング件数を織や?ととにより、ぷシステムによって

容易に事IJffj'i号機となり、~とより被災な滋賀檎澄の鍍定も容器となるであろ

今後;立、これまでの 5J資自に、多様のこと懲試験古置を追加することにより、

署長される地盤3為替、さらには、これらを含めた地域助j誌に活煎できるようをシステム

考えている@

また、このシステムは一般に擬供することを憲司被として作成しており、使郊をとキ奇襲される方は著作者に巡絡し

て預きたい。

謝番手 本報告誌、山口地区:土質工学セミナーにで発表したものに加畿、修正を加えたものである。有益など意見

をいただいた向セミナーのメンバーの方 r言、ボーリングデータを援供していただいた宇部市内のコンサルタント

め方々に深畿!の意設殺する。
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